
【研修カリキュラム】 

７月９日（土）【重度訪問介護受講生・喀痰吸引等第３号研修受講生】 

時間 科目 項目 講師 

8:30～9:00 受付  

9:00～12:00 

たんの吸引に関する講義 

緊急時の対応及び危険防止に

関する講義 

呼吸について・人工呼吸器について 

呼吸異常時の症状、緊急時対応 

人工呼吸器にかかる緊急時対応 

喀痰吸引概説・喀痰吸引のリスク、中止要件、

緊急時対応・喀痰吸引の手順、留意点 等 

京都民医連 

小児科  

医療的ケアネット理事 

出島 直医師 

昼休憩 12:00～13:00 

【重度訪問介護受講者のみ】 

13:00～15:00 重度の身体障がい児者の介護サービス提供現場での実習  

重度訪問介護利用者 

当法人職員 

（介護福祉士） 

15:15～18:30 

（休憩含む） 

コミュニケーションの技術 

基礎的な介護技術に 

関する講義 

言語コミュニケーションと非言語コミュニケー

ションについての理解・発話困難等の意思疎通

に困難を有する重度障がい者等とのコミュニケ

ーション技術と考え方 等 

介護の目的・機能と基本原則・介護ニーズと基

本的対応・在宅介護の特徴と進め方 

福祉用具の基礎知識と活用  

演習  等 

理学療法士 

美濃谷美早子氏 

７月１０日（日）【重度訪問介護受講生・喀痰吸引等第３号研修受講生】 

9:00～11:00 
重度の身体障がい児・者等の 

地域生活等に関する講義 

障がい者総合支援法及び関連法規・利用可能な

制度・重度障がい者の地域生活 等 

医療的ケアネット理事 

みち相談支援事業所 

所長 篠原文浩氏 

昼休憩 11:00～12:00 

12:00～15:00 

経管栄養に関する講義 

健康状態の把握 

緊急時の対応及び危険防止に

関する講義 

健康状態の把握 

食と排泄（消化）について 

経管栄養概説 

経管栄養のリスク、中止要件、緊急時対応 

経管栄養の手順、留意点 等 

NPO 法人暖（のん） 

指導看護師  

長澤佐和子氏 

15:30～16:00 筆記試験 
20 問四者択一形式です。正答率が 9 割以上で合格。 

不合格の場合は、後日追試を行います。 

17:15～18:30 シミュレータ演習 

・喀痰吸引 

（口腔内・鼻腔内・気管カニューレ内部） 

・経管栄養（胃ろう・腸ろう・経鼻） 

指導看護師２名 

長澤佐和子氏 

本並奈津 氏 



 

＊ 喀痰吸引等医療的ケアの実地研修の受講は、筆記試験を合格していることが条件となります。 

＊ 別紙研修の流れをご確認ください。 

＊ 実地研修は指導看護師が他事業所所属の場合、1利用者ごとに１０，０００円の指導料が必要です。 

＊ 実地研修実施においては、当該研修に対応した損害賠償保険に加入していることが必要です。 

 

 

＊ 重度訪問介護研修受講生実習  7 月、8月中のサービスに同行し実習を受けていただきます 

2時間～3時間程度の

実習 

（日程調整は個別行

います） 

基礎的な介護と重度の身体障がい者とのコミュニケーションの技術に 

関する実習 3 時間 

当法人職員  

介護福祉士 

外出時の介護技術に関する実習 2 時間 
当法人職員  

介護福祉士 

重度の身体障がい児者の介護サービス提供現場での実習 3.5 時間 

（内、2 時間は 9 日に実習終了  

）  

当法人職員  

介護福祉士 

＊ 原則、重度訪問介護受講生の実地研修は、現場実習終了後とします。 

 

 

 

お問い合わせ先 

特定非営利活動法人暖（のん） （担当 金井 八十島） 

〒602-8041 京都市南区東九条南烏丸町 10番地 

TEL 075-662-2022 ／ FAX 075－662-2040 

E-mail  nonsomu@npo-non.org 

携帯 09044940665 

詳細はNPO法人暖（暖）ホームページに掲載いたします。 

http://npo-non.org/ 

                                           

 

 

  以上 

 

＊ 現場演習・実地研修（喀痰吸引等第３号研修受講生） 

（重度訪問介護研修受講生で既に対象とする方がおられる場合） 

現場演習 

実地研修 

（対象者の居宅又は通所先で実施） 

口腔内の喀痰吸引         

鼻腔内の喀痰吸引 

気管カニューレ内部の喀痰吸引（人工呼吸器使用者を含む） 

胃ろう又は腸ろうによる経管栄養   

経鼻経管栄養 

医師・看護師の評価（所定

の判断基準）において、問

題ないと判断されるまで

実施。  


